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【目的】家計における貯蓄の意義を考える場合、家計の貯蓄目的および優先順位をみるこ

とによってその意義を評価するという方法がある。その場合よく用いられるのがr 貯蓄に

関する世論調査」である。この調査の貯蓄目的には近年の高齢・少子化社会を反映した順

位の変化はみられろが、このところの長い不況を反映した項目の変化はみられない。そこ

で本報告では、事前的ともいえる貯蓄目的からではなく、事後的観点つまり実際の家計が

貯蓄を切り崩した要因を分析することによって貯蓄の意義を考察する。
【方法】過去の経済変動を経験した戦中以降の長､期家計2  0 事例を対象に、個々の家計が

平均消費性向100% を超えた年･についてそれぞれの生活史からその要因を捉える。

【結果】事例家計全体で平均消費性向が100% を超えた場合の主な要因（時代要因などを

除いた場合）をまとめると、1.子の教育費2. 老後の生活費3. 住居関連費4. 不景気などの

順になる。ここには前述の貯蓄目的とは異なる次のような際立った特徴がみられた。

a.｡貯蓄目的で１位の病気・災害の備えが事例家計で実際に必要だったのは７位と低い、

b ,貯蓄目的の項目にはあがっていない不景気による要因（ 転職、収入減など）が事例家計

では４ｲ立と高い。以上のことから貯蓄の意義は事後的観点からみた場合、ある程度計画的

に備えることができる子どもの教育費や老後の生活費および住居費などにあること（この

点では事前的な貯蓄目的とあまり相違していない）、同時に予測不可能なものとしては、

貯蓄目的で最も高い順位にあげられた病気や災害もさることながら、特に経済の状況を反

映しだ 不景気”による収入の減少に対する備えにあることなどが明らかになった。
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家政学データベースによる家政学の研究動向　１

－一家政学データベースの構成とその特徴－－

○阿部幸子1 大竹美登利2 大森正司3 城島栄一郎4 田中岳文5 戸田泰男6
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〔目的〕家政学における研究は、自然科学、人文、社会科学をも包含した生活の学である、

といわれている。そのため研究対象領域も広く、各個別領域の研究動向はそれなりに把握

されているものの、家政学全体の動向を把握することは困難である。本研究ではこの度、

家政学における研究がデータベース化されたのを受け、これを利用して家政学研究の動向

分析を行い、その特徴を明らかにすることを目的とする。

〔方法〕r 家政学文献索引データベース』に登録されているデータ、約卜 万件をデータ

として用いた。　1949-1959 、1960-1969 、1970-1979 、1980-1989 、1990-1993 に分け、

また、家政学を各8 分野にわけて出力し、時系列的、分野ごとに整理した。家政学対象雑

誌として収録されているのは594 誌、その内、紀要関係283 誌、一般雑誌311 誌である。

〔結果〕①出力データ総数は106,353 件、これからの抽出キーワード総数は451,512 、経

年的にみると1949-1959 年:8.7 ％、1960-1969 年:14.9  ％、1970-1979 年:19.8  % 、1980-

1989年:31.9  % 、1990-1993 年:24.2  % であった。②分野間でみると原論:3,985 、経営:

24,271、家族:15,182 、教育:23,919 、食物:167,213 、被服:92,328 、住居:50,259 、

児童:71,195 であった。
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